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会長
連続

ま
ち
づ
く
り
と
鉄
道
・
交
通

関
西
圏
の
鉄
道
と
ま
ち
づ
く
り

│
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

（
大
阪
・
関
西
万
博
）
と
そ
の
後
に
向
け
て
│　

杉
岡

│
人
口
減
少
が
進
む
中
で
鉄
道
事

業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、鉄
道
と
い

う
移
動
手
段
を
兼
ね
備
え
た
所
に
住
み
た

い
、訪
れ
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
で
す
。具
体
的
に
は
大
阪
や
神

戸
と
い
う
拠
点
の
魅
力
を
高
め
、そ
の
間
に

あ
る
居
住
地
区
、例
え
ば
芦
屋
や
尼
崎
の
よ

う
な
地
域
に
日
常
的
に
人
が
訪
れ
、休
日
に

は
鉄
道
で
大
き
な
拠
点
に
行
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。も
う

一
つ
の
視
点
は
交
流
人
口
で
す
。イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
受
け
入
れ
体
制
を
強
化
し
、鉄
道
を

活
用
し
て
も
ら
う
戦
略
も
進
め
て
い
ま
す
。

上
村

│
阪
急
電
鉄
は
1
9
9
1
年
を

ピ
ー
ク
に
輸
送
人
員
が
い
っ
た
ん
は
減
っ

て
い
ま
す
が
、
定
年
延
長
や
女
性
の
社
会

進
出
、駅
周
辺
の
居
住
人
口
増
な
ど
に
よ
り

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
は
微
増
で
、平
均

1
％
程
度
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

状
況
は
い
つ
ま
で
も
続
き
ま
せ
ん
。交
流
人

口
を
増
や
す
に
は
人
が
動
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
が
重
要
で
、他
社
の
路
線
と
の
相
互

乗
り
入
れ
や
路
線
選
択
の
自
由
度
を
高
め

る
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

田
中

│
今
後
は
女
性
や
高
齢
者
の
社
会

進
出
、外
国
人
の
増
加
な
ど
で
活
動
主
体
が

多
様
化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。コ
ン
ビ
ニ
や

宅
配
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
活
用
な
ど
生

活
様
式
が
大
き
く
変
わ
り
、車
の
自
動
運
転

な
ど
移
動
手
段
も
楽
し
い
も
の
が
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。人
々
の
活
動
を
盛
ん
に
す

る
こ
と
が
ま
ち
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く

上
で
大
事
な
こ
と
で
す
の
で
、実
現
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

小
浦

│
働
き
方
が
変
わ
る
と
通
勤
や
居

住
地
選
択
の
考
え
方
が
変
わ
り
、沿
線
の
概

│
日
本
の
人
口
減
少
・
高
齢
化
へ
の
対

応
と
し
て
、
鉄
道
や
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

を
ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
。

林

│
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
全
線
開
業

し
、
約
1
時
間
で
東
京
と
大
阪
が
結
ば
れ

る
と
、
東
京
圏
と
中
部
圏
、
関
西
圏
が
一

体
化
し
た
大
き
な
経
済
圏
域
が
形
成
さ
れ
、

日
本
の
将
来
を
引
っ
張
る
成
長
エ
ン
ジ
ン

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
人
口
減

少
社
会
で
は
投
資
が
落
ち
込
む
た
め
、
選

択
と
集
中
の
観
点
か
ら
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
を
含
め
て
関
西
が
ど
の
よ
う
に

発
展
し
て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

関
西
圏
で
は
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
（
大
阪
・
関
西
万
博
）
や
Ｉ
Ｒ）

1

（
注

誘
致
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
整
備
な
ど
、
今
後
も
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白
押
し
で
あ

る
。
今
回
は
、
そ
れ
ら
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
関
西
圏
に

お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
大
阪
の
未
来
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
い
た
。

（
注
1
）Integrated Resort

の
略
称
。
国
際
会
議
場
・
展
示
施
設
な
ど
の
M
I
C
E
施
設
、
ホ
テ
ル
、
商
業
施

設
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
）
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
劇
場
、
映
画
館
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

温
浴
施
設
な
ど
と
一
体
に
な
っ
た
複
合
観
光
集
客
施
設
の
こ
と
。

2019年9月10日（火）
梅田スカイビル スカイルームⅠ にて

交
流
人
口
の
活
用
で
地
域
の
発
展
を
持
続

［座談会メンバー］

座長 林 康雄氏
第107代 土木学会会長

田中 清剛氏
大阪府副知事

杉岡 篤氏
西日本旅客鉄道（株）
取締役兼常務執行役員

上村 正美氏
阪急電鉄（株） 常務取締役

小浦 久子氏
神戸芸術工科大学 教授

司会 清水 喜代志氏
西日本旅客鉄道（株） 技術顧問
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念
も
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
縮

退
期
に
求
め
ら
れ
る
地
域
や
広
域
の
市
街

地
再
編
で
は
、鉄
道
は
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
支
え

る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、駅
は
公
共
空

間
と
し
て
街
の
魅
力
を
生
み
出
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

若
い
世
代
は
成
長
拡
大
を
前
提
と
し
て

い
ま
せ
ん
。環
境
へ
の
関
心
や
都
市
近
郊
で

の
農
業
の
新
し
い
稼
ぎ
方
の
開
発
な
ど
、暮

ら
し
の
価
値
観
に
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。こ

う
し
た
暮
ら
し
方
は
、実
は
移
動
や
情
報
の

先
端
技
術
と
親
和
性
が
高
い
の
で
す
。暮
ら

し
方
や
働
き
方
が
変
わ
れ
ば
人
口
の
偏
在

状
況
も
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

林

│
大
阪
・
京
都
・
神
戸
・
奈
良
に
は

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
文
化
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
非
東
京
的
な
も
の
と
し
て

今
後
、日
本
の
象
徴
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

上
村

│
関
西
独
自
の
文
化
圏
や
生
活
圏
、

都
市
構
造
の
あ
り
方
を
確
立
し
て
い
く
こ

と
は
非
常
に
大
切
で
す
ね
。鉄
道
事
業
者
に

は
沿
線
自
治
体
の
つ
な
ぎ
役
と
い
う
役
割

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

林 康雄氏

HAYASHI Yasuo
フェロー会員　第107代 土木学会長
鉄建建設（株） 代表取締役会長

1952年生まれ、東京大学工学部土木工学
科卒業。1975年日本国有鉄道入社、1987
年東日本旅客鉄道（株）入社、2009年同社
常務取締役。鉄道建設の他に信濃川発電所
再開発、東京駅周辺整備等に従事。2013
年鉄建建設（株）、代表取締役社長を経て、
2018年より現職。2019年6月会長へ就
任。

上村 正美氏

UEMURA Masayoshi
正会員
阪急電鉄（株） 常務取締役都市交通事業本部
副本部長（交通プロジェクト推進担当）

1959年生まれ、京都大学大学院工学研究
科交通土木工学専攻修士課程修了。1985
年阪急電鉄（株）入社、2008年都市交通計
画部長、2013年取締役都市交通事業本部
副本部長。主に鉄道新線、新駅、大規模改
良事業等の計画や沿線まちづくり事業を担
当。2018年より現職。

田中 清剛氏

TANAKA Seigo
フェロー会員
大阪府副知事

1950年生まれ、京都大学大学院工学研究
科修了。1975年大阪市入庁。建設局計画
課長、土木部長などを歴任し、大阪市建設
局長で退職。2012年2月大阪市副市長を
経て、2019年6月から現職。

小浦 久子氏

KOURA Hisako

神戸芸術工科大学 芸術工学部
環境デザイン学科 教授

1957年生まれ、大阪大学人間科学部卒。
博士（工学）、技術士（都市及び地方計画）。
建設コンサルタント会社等勤務を経て、
1992年大阪大学助手、1997年大阪大学大
学院准教授、2015年から現職。専門は、地
域計画・都市デザイン。社会資本整備審議
会委員（2005～2015）他。

杉岡 篤氏

SUGIOKA Atsushi
正会員
西日本旅客鉄道（株） 取締役 兼
常務執行役員 総合企画本部長

1956年生まれ、京都大学大学院工学研究
科交通土木工学専攻修士課程修了。1982
年日本国有鉄道入社、1987年西日本旅客
鉄道（株）入社、建設工事部門・投資管理
部門を中心に従事。2010年同執行役員総
合企画本部副本部長、2013年執行役員広
島支社長、2016年常務執行役員創造本部
副本部長を経て、2019年6月より現職。

清水喜代志氏

SHIMIZU Kiyoshi
正会員
西日本旅客鉄道（株） 建設工事部 技術顧問

1958年生まれ、京都大学大学院工学研究
科交通土木工学専攻修士課程修了。1983
年建設省入省、2015年国土交通大臣官房
技術審議官（都市局担当）、2017年より現
職。都市整備の他に、阪神淡路大震災、東
日本大震災の復興等に従事。2016年より
福島県双葉郡浪江町まちづくり整備課まち
づくり政策顧問。
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会長
連続

林

│
な
に
わ
筋
連
絡
線
や
新
大
阪
連
絡

線
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、基
本

的
に
30
〜
40
年
で
投
資
金
を
回
収
す
る
と

い
う
計
画
で
す
よ
ね
。
こ
れ
に
人
口
減
少

は
加
味
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

上
村

│
国
は
2
0
3
0
年
に
6
0
0
0

万
人
の
訪
日
外
国
人
を
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
当
然
、
関
西
空

港
の
利
用
者
数
が
増
え
ま
す
の
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
成
立
す
る
と
い
う
見
方
を
し

て
い
ま
す
。

林

│
行
政
の
立
場
で
考
え
る
と
人
口
が

減
り
税
収
が
落
ち
る
と
、
使
い
道
も
減
り

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
対
策
は
あ
り
ま

す
か
。

田
中

│
要
は
都
市
間
競
争
の
問
題
で
す

の
で
、
そ
れ
に
勝
て
る
よ
う
に
投
資
し
て

い
く
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。

小
浦

│
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
で
、
い
か
に

新
し
い
魅
力
を
創
出
し
て
い
く
か
が
課
題

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
人
口
や
経
済
規
模

と
い
っ
た
従
来
型
の
評
価
か
ら
、
安
全
や

安
心
、
快
適
さ
と
い
っ
た
評
価
へ
と
指
標

を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
と
き
関
西
の
風
土
と
歴
史
が
生
き
て

き
ま
す
。

│
次
に
、
関
西
が
持
続
的
に
発
展
し
て

い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
魅
力
や
強
み
を

生
か
し
て
い
く
べ
き
か
を
語
っ
て
も
ら
い

ま
す
。

田
中

│
大
阪
・
中
之
島
の
未
来
医
療
国

際
拠
点
や
神
戸
の
神
戸
医
療
産
業
都
市
、理

化
学
研
究
所
、
京
都
の
京
都
大
学
i
P
S

細
胞
研
究
所
な
ど
、関
西
に
は
高
齢
化
社
会

に
重
要
な
健
康
医
療
分
野
の
産
業
や
研
究

機
関
が
集
積
し
て
い
ま
す
。
大
阪
を
中
心

に
神
戸
・
京
都
と
、
1
時
間
圏
内
で
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

が
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
相
乗
効
果
は

大
き
な
力
に
な
る
で
し
ょ
う
。

上
村

│
健
康
で
元
気
に
歩
け
る
人
を
増

や
す
こ
と
が
鉄
道
に
と
っ
て
一
番
重
要
で

す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
幸
せ
に
生
き
る

こ
と
が
地
域
の
大
き
な
強
み
に
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ
ィ

を
実
現
し
た
い
で
す
ね
。

林

│
富
山
市
で
は
、L
R
T（
次
世
代

型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
）
を
中
心
に
バ
ス

の
フ
ィ
ー
ダ
ー
輸
送
網
を
再
整
備
し
、
高

齢
者
が
市
内
各
地
か
ら
中
心
市
街
地
に
出

る
場
合
、
1
回
1
0
0
円
で
利
用
で
き
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

外
出
す
る
高
齢
者
は
倍
に
増
え
、
健
康
状

態
も
非
常
に
良
好
だ
そ
う
で
す
。

杉
岡

│
大
阪
府
北
部
の
吹
田
操
車
場
跡

地
で
は
、
健
康
を
テ
ー
マ
に「
北
大
阪
健
康

医
療
都
市（
健
都
）
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
立
循
環
器
病

研
究
セ
ン
タ
ー
や
吹
田
市
民
病
院
の
移
転

が
完
了
し
、
住
居
系
施
設
も
完
成
し
つ
つ

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

林

│
高
齢
者
は
健
康
に
対
し
て
強
い
関

心
を
持
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
い
か
に
健
康

関
西
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て

図1　関西圏の鉄道ネットワークと今後の新規計画

うめきた地下新駅開業

近鉄奈良線・大阪線
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寿
命
を
延
ば
せ
る
か
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
象
徴

的
で
画
期
的
な
取
り
組
み
と
言
え
ま
す
ね
。

│
万
博
や
I
R
に
よ
る
関
西
の
活
性
化

と
い
っ
た
観
点
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

田
中

│
三
つ
の
観
点
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
一
つ
は
夢
洲
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
と

し
て
道
路
や
鉄
道
の
整
備
と
と
も
に
、関
西

空
港
や
海
上
航
路
を
経
由
し
た
大
き
な
人

の
流
れ
が
期
待
で
き
る
こ
と
で
す
。
二
つ

目
は
万
博
開
催
後
の
跡
地
活
用
で
す
。
会

場
跡
隣
接
地
へ
の
I
R
誘
致
を
含
め
、
夢

洲
全
体
の
国
際
観
光
拠
点
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。I
R
施
設

に
M
I
C
E
が
併
設
さ
れ
る
こ
と
で
、
観

光
だ
け
で
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
呼
び
込
む
こ
と
も
可
能
で
す
。
三
つ
目

は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
な
ど
、
万
博
開

催
に
向
け
た
先
進
的
な
取
り
組
み
が
生
活
・

文
化
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
根
付
き
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
け
る
と
い

う
点
で
し
ょ
う
。

林

│
鉄
道
事
業
者
の
視
点
で
万
博
開
催

に
関
連
し
た
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

杉
岡

│
J
R
西
日
本
で
は
2
0
2
3

年
春
に
う
め
き
た
地
下
新
駅
と
北
陸
新
幹

線
金
沢
│
敦
賀
間
の
開

業
を
予
定
し
、同
時
期
に

奈
良
線
の
城
陽
ま
で
の

複
線
化
も
完
成
し
ま
す
。

ま
た
、万
博
開
催
ま
で
を

目
標
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
主
要
駅
前

の
再
開
発
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。具
体
的
に
大
阪
駅

周
辺
で
は
、う
め
き
た
2

期
を
は
じ
め
大
阪
梅
田

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
ズ
・
サ

ウ
ス
2
期
や
大
阪
中
央

郵
便
局
跡
地
再
開
発
、さ

ら
に
中
国
地
方
で
は
広

島
駅
ビ
ル
A
S
S
E
の
建
て
替
え
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
2
0
2
5
年
ま
で
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。
国
内
外
か
ら
の
万
博
来
訪
者

に
日
本
最
大
と
も
い
え
る
大
阪
駅
前
空
間

の
魅
力
的
な
姿
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
も

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

林

│
万
博
会
場
ま
で
の
輸
送
手
段
と
し

て
未
来
型
の
新
し
い
取
り
組
み
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
ね
。

杉
岡

│
万
博
来
場
者
の
移
動
を
円
滑
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
、
鉄
道
事
業
者

間
で
M
a
a
S（
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
ズ
・

ア
・
サ
ー
ビ
ス
）の
議
論
が
進
ん
で
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
ま
で
に
交
通
手
段
な
ど
の
情

報
提
供
と
経
路
選
択
、
決
済
ま
で
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
一
体
で
実
現
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

田
中

│
大
阪
・
関
西
万
博
の
場
合
、

2
0
2
0
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
異
な
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

が
進
展
し
て
万
博
会
場
以
外
の
場
所
を
楽

し
め
る
選
択
肢
の
余
地
が
増
え
て
い
く
で

し
ょ
う
。
来
訪
者
に
は
移
動
空
間
そ
の
も

の
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
か
ら
移
動
・
入
場
・

入
館
に
至
る
行
程
を
、予
約
・
認
識
・
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
、
最
適
ル
ー
ト
化
、
入
館
待
ち
時
間

ゼ
ロ
な
ど
が
可
能
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

小
浦

│
関
西
の
魅
力
は
海
や
山
な
ど
の

自
然
と
都
市
が
近
く
、異
な
る
個
性
を
も
っ

た
多
く
の
場
所
が
鉄
道
な
ど
公
共
交
通
で

1
〜
2
時
間
圏
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
旅
行
者
に
と
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る

観
光
地
だ
け
で
は
な
く
、食
や
生
活
風
景
な

ど
体
験
型
や
滞
在
型
の
資
源
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
情
報
と
M
a
a
S
の
考
え

方
が
つ
な
が
っ
て
い
く
と
お
も
し
ろ
い
で

す
ね
。
都
市
の
楽
し
み
方
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ペ
ー
ス
の
デ
ザ
イ
ン
が
カ
ギ
に
な
り

ま
す
。大
規
模
開
発
な
ど
ハ
ー
ド
整
備
も
あ

り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
今
あ
る
空
間
の
使
い

方
を
広
げ
る
し
く
み
、し
く
み
づ
く
り
へ
の

投
資
が
、場
所
の
魅
力
を
高
め
ま
す
。

│
リ
ニ
ア
の
大
阪
延
伸
が
関
西
に
ど
の

よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
の
か
。
今

か
ら
何
を
す
べ
き
か
を
議
論
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新
大
阪
が
日
本
を
代
表
す
る
結
節
点
に

万博テーマ　いのち輝く未来社会のデザイン

▶  2025 年万博は、大阪・関西のポテンシャルを活かして新たな技術やサービス
を生み出す「未来社会の実験場」

▶ 大阪・関西の強みであるライフサイエンス分野をはじめとする最先端技術を活
かし、世界の健康長寿などさまざまな課題解決に貢献

播磨科学公園都市
（Spring-8）

WHO 神戸センター

京都府

兵庫県

大阪府万博会場予定地

神戸医療産業都市

大阪国際空港

関西国際空港

国際医療交流拠点
京都大学原子炉実験所

神戸空港

北大阪健康医療都市（健都）

未来医療国際拠点（中之島）

京都大学iPS細胞研究所

国際文化公園都市（彩都）

図2　関西のライフサイエンスクラスター
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会長
連続

田
中

│
リ
ニ
ア
の
全
線
開
業
で
、
関

西
は
三
大
都
市
圏
が
一
体
化
す
る「
ス
ー

パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
」の
西
の
拠
点
と

し
て
大
き
な
役
割
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
の

た
め
に
も
交
通
の
結
節
点
と
し
て
の
新
大

阪
駅
周
辺
の
位
置
付
け
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
で
し
ょ
う
。

杉
岡

│
3
月
に
大
阪
府
東
部
を
南
北
に

走
る
お
お
さ
か
東
線
が
全
線
開
業
し
、新
大

阪
駅
と
結
ば
れ
る
な
ど
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
拠
点
の
役
割
を
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。床
の
開
発
な
ど
量

的
供
給
の
問
題
で
は
な
く
、モ
ビ
リ
テ
ィ
の

ク
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

将
来
、リ
ニ
ア
や
北
陸
新
幹

線
が
乗
り
入
れ
る
こ
と
で
、

新
大
阪
駅
が
日
本
を
代
表

す
る
交
通
の
結
節
点
に
な

る
こ
と
を
見
据
え
、ど
の
よ

う
な
機
能
を
備
え
た
拠
点

づ
く
り
を
行
う
の
か
を
真

剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

林

│
新
大
阪
駅
開
業
か

ら
50
年
程
度
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
新
大
阪
駅
周
辺

は
梅
田
地
区
に
比
べ
て
ま

ち
づ
く
り
が
あ
ま
り
進
展

し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。

上
村

│
阪
急
電
鉄
は
東

海
道
新
幹
線
の
新
大
阪
駅
開
業
を
見
据
え
、

1
9
6
1
年
に
梅
田
方
面
か
ら
新
大
阪
へ

の
ア
ク
セ
ス
路
線
と
し
て「
新
大
阪
連
絡

線
」
の
事
業
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
が
、
今

も
未
着
工
の
ま
ま
で
す
。新
幹
線
開
業
後
も

新
大
阪
駅
周
辺
で
大
規
模
な
ま
ち
づ
く
り
が

進
ま
な
か
っ
た
の
は
J
R
在
来
線
や
地
下

鉄
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
へ
の
乗
り
換
え
拠
点

に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

林

│
新
大
阪
駅
周
辺
地
域
は
、
都
市
再

生
緊
急
整
備
地
域
の
候
補
地
域
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

田
中

│
産
学
官
の
連
携
組
織
を
立
ち
上

げ
、今
年
か
ら
導
入
す
べ
き
都
市
機
能
な
ど

の
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。個
人
的
に

は
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
が

い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

上
村

│
将
来
的
に
は
オ
フ
ィ
ス
に
こ

も
っ
て
働
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
、

人
と
人
が
出
会
っ
て
仕
事
を
す
る
働
き
方

に
変
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
ね
。

小
浦

│
住
み
方
や
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル

の
変
化
に
合
わ
せ
、ど
の
よ
う
な
環
境
や
地

域
づ
く
り
が
必
要
な
の
か
。機
能
面
や
一
時

的
な
市
場
性
だ
け
で
は
な
く
、も
っ
と
空
間

の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
次
の
世

代
に
選
択
肢
や
余
裕
を
残
す
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
も
重
要
な
視
点
で
し
ょ
う
。

林

│
新
大
阪
駅
が
拠
点
と
な
り
、
西
日

本
全
体
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
役
割
が
求
め
ら
れ
ま
す
か
。

杉
岡

│
日
本
で
は
東
京
か
ら
の
時
間
距

離
が
重
視
さ
れ
ま
す
。リ
ニ
ア
開
業
で
東
京

と
大
阪
が
約
1
時
間
で
結
ば
れ
る
と
、乗
換

え
時
間
を
含
め
て
広
島
ま
で
3
時
間
を
切

り
、
福
岡
ま
で
は
4
時
間
を
切
り
ま
す
。
新

大
阪
駅
エ
リ
ア
を
核
に
大
阪
・
関
西
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

林

│
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
が

形
成
さ
れ
る
と
、東
京
一
極
集
中
の
是
正
が

期
待
で
き
ま
す
。大
阪
か
ら
東
京
ま
で
1
時

間
程
度
で
あ
れ
ば
通
勤
も
可
能
で
す
。首
都

圏
で
は
今
後
30
年
以
内
に
直
下
型
地
震
の

発
生
確
率
が
約
70
％
と
言
わ
れ
て
お
り
、首

都
機
能
の
停
止
を
想
定
し
た
対
策
が
必
要

で
す
。文
化
庁
が
京
都
に
移
転
を
決
め
た
よ

う
に
、他
の
省
庁
も
一
部
の
機
能
を
関
西
に

移
す
な
ど
、大
都
市
の
基
本
構
造
を
複
眼
的

に
見
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

上
村

│
淀
川
を
挟
ん
で
北
側
に
新
大
阪
、

南
側
に
梅
田
が
あ
り
、二
つ
の
エ
リ
ア
が
一

体
と
な
っ
て
拠
点
が
形
成
さ
れ
る
と
ス
ー

パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
核
に
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
鉄
道
や
道
路
と

い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
ま
だ
ま
だ
必
要

で
す
。こ
の
エ
リ
ア
を
交
通
の
結
節
点
と
し

た
機
能
強
化
を
図
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
模

索
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。淀
川
と
い
う

素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
も
う
ま
く
生
か
す

べ
き
で
す
ね
。

小
浦

│
個
人
も
企
業
も
グ
ロ
ー
バ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
直
結
し
て
い
る
と
き
に
、

図3　 新大阪駅周辺エリア開発イメージ（出典：新大阪駅周辺エリアの都市機能強化の提言
「JAPIC（日本プロジェクト産業協議会）関西委員会」）

都市開発一期

都市開発二期

新御堂筋バイパス（地下）
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［連 載］第 3回

│
防
災
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

田
中

│
東
日
本
大
震
災
で
は
土
木
構
造

物
が
壊
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
が
流
れ
、揺

れ
や
津
波
か
ら
人
命
や
財
産
を
守
っ
た
と

い
う
報
道
が
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。被

災
者
の
心
情
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、国
民
の
過
度
な
不
安
を
取
り
除
く

た
め
に
も
、日
本
の
土
木
技
術
の
高
さ
を
土

木
学
会
が
も
っ
と
世
界
に
P
R
す
べ
き
で

し
ょ
う
。2
0
1
8
年
9
月
の
台
風
21
号
で

は
大
阪
湾
で
記
録
的
な
高
潮
が
発
生
し
ま

し
た
が
、大
阪
市
の
湾
岸
部
に
あ
る
三
大
水

門
な
ど
の
防
潮
施
設
が
機
能
を
発
揮
し
、17

兆
円
も
の
資
産
喪
失
を
防
い
だ
と
い
う
ス

ト
ッ
ク
効
果
も
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

林

│
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
新
基
準

で
整
備
し
た
構
造
物
の
多
く
が
地
震
動
で

は
な
く
、津
波
で
被
災
し
た
と
い
う
事
実
も

伝
え
た
い
で
す
ね
。

杉
岡

│
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
来
、
耐

震
補
強
工
事
を
地
道
に
行
っ
て
き
た
結
果
、

大
阪
北
部
地
震
で
も
多
く
の
構
造
物
は
被

災
し
ま
せ
ん
で
し
た
。南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
震
源
域
に
近
い
、き
の
く
に
線
沿
線
で

は
、巨
大
地
震
発
生
時
の
津
波
を
想
定
し
て

地
域
の
皆
さ
ま
と
合
同
で
、お
客
さ
ま
を
高

台
へ
誘
導
す
る
訓
練
も
重
ね
て
い
ま
す
。

田
中

│
ハ
ー
ド
整
備
だ
け
で
命
を
守
り

き
れ
ま
せ
ん
。災
害
時
の
適
切
な
避
難
行
動

を
と
る
た
め
の
意
識
付
け
を
社
会
シ
ス
テ

ム
に
組
み
込
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

小
浦

│
災
害
復
興
で
大
き
な
課
題
と
な

る
住
宅
再
建
で
は
、住
宅
は
個
人
の
資
産
と

い
う
概
念
が
強
く
、地
域
の
歴
史
や
景
観
を

支
え
る
社
会
的
資
産
と
は
考
え
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以

降
は
、
か
な
り
考
え
方
が
変
わ
り
、
耐
震
補

強
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。建
築
は
都

市
空
間
を
つ
く
る
社
会
的
資
産
と
考
え
る

と
、耐
震
診
断
費
用
の
補
助
等
に
公
共
性
が

生
ま
れ
ま
す
し
、市
民
自
ら
が
自
分
自
身
の

命
と
資
産
を
守
る
意
識
を
も
つ
こ
と
の
重

要
性
も
社
会
化
で
き
る
で
し
ょ
う
。

上
村

│
巨
大
地
震
で
被
災
し
た
都
市
を

救
う
制
度
が
な
い
状
況
の
中
で
阪
神
・
淡

路
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に

必
要
な
制
度
が
整
備
さ
れ
、東
日
本
大
震
災

で
は
そ
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
た
部
分
も
あ

り
ま
す
。

田
中

│
復
興
を
速
や
か
に
行
う
た
め
の

事
前
準
備
も
必
要
で
す
。被
害
を
防
ぐ
議
論

が
先
行
し
て
い
ま
す
が
、復
興
を
進
め
や
す

く
す
る
ル
ー
ル
作
り
も
必
要
で
し
ょ
う
。

│
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
で
き
ま
す

か
。

田
中

│
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
支
え
る

担
い
手
の
確
保
が
課
題
で
す
。土
木
技
術
を

志
す
若
者
を
増
や
す
た
め
に
も
、夢
や
魅
力

の
あ
る
提
案
を
世
の
中
に
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

杉
岡

│
近
未
来
に
新
線
計
画
や
大
規
模

開
発
計
画
が
あ
る
と
、若
い
技
術
者
に
と
っ

て
大
き
な
目
標
に
な
り
ま
す
。将
来
を
見
据

え
た
取
り
組
み
に
若
い
人
を
巻
き
込
ん
で

行
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

上
村

│
鉄
道
だ
け
で
完
結
す
る
の
で
は

な
く
、
道
路
や
空
港
、
港
湾
と
結
節
し
て
総

合
交
通
体
系
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

M
a
a
S
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
で
し
ょ

う
。

小
浦

│
こ
れ
ま
で
は
移
動
の
イ
ン
フ
ラ

で
あ
り
乗
り
換
え
点
だ
っ
た
所
が
、今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、モ
ビ
リ
テ
ィ
と

情
報
の
結
節
点
と
な
り
、新
し
い
公
共
空
間

と
し
て
地
域
整
備
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

林

│
日
本
は
人
口
減
少
社
会
に
向
け
た

転
換
期
に
あ
り
ま
す
。投
資
に
つ
い
て
の
価

値
観
を
私
た
ち
自
身
が
少
し
ず
つ
変
え
、必

要
な
施
設
を
考
え
て
い
く
必
要
性
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
拠
点
の
役
割
を
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。床
の
開
発
な
ど
量

的
供
給
の
問
題
で
は
な
く
、モ
ビ
リ
テ
ィ
の

選
択
と
効
率
を
極
度
に
高
め
る
と
か
、場
所

の
環
境
や
機
能
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
追
求
す

る
な
ど
、
価
値
の
創
出
が
必
要
で
し
ょ
う
。

日
本
の
土
木
技
術
の
高
さ
を
世
界
に

﹇
執
筆
﹈
小
椋 

隆
史

﹇
撮
影
﹈
大
西 

秀
明
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